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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 3日 (2006.3.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】

無 線 送 信 手 段 と 無 線 受 信 手 段 と を 有 す る 携 帯 型 電 子 装 置 で あ っ て 、
　 操 作 者 の 入 力 に よ り 着 信 ・ 呼 び 出 し 等 の 回 数 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 無 線 受 信 手 段 に 着 信 す る 信 号 の 回 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と 、
　 所 定 時 間 内 に 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 値 が 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 回
数 に 達 し た 場 合 に 、 前 記 携 帯 型 電 子 装 置 の 機 能 を 制 限 又 は 停 止 す る 保 全 処 理 を 実 行 す る 制
御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 電 子 装 置 。

無 線 送 信 手 段 と 無 線 受 信 手 段 と を 有 す る 携 帯 型 電 子 装 置 で あ っ て 、
　 操 作 者 の 入 力 に よ り 着 信 ・ 呼 び 出 し 等 の 回 数 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 無 線 受 信 手 段 に 着 信 す る 信 号 の 回 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と 、
　 所 定 時 間 内 に 、 前 記 着 信 に 応 答 す る こ と な く 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 値
が 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 回 数 に 達 し た 場 合 に 、 強 制 的 に 前 記 携 帯 型 電 子 装 置 の 機 能 を
停 止 又 は 制 限 す る 保 全 処 理 を 起 動 ・ 実 行 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 電 子 装 置 。

前 記 記 憶 手 段 は 、 キ ー ワ ー ド と し て 入 力 さ れ る 情 報 を 記 憶 可 能 で あ り 、
　 前 記 無 線 受 信 手 段 に よ り 前 記 情 報 に 対 応 す る 制 御 コ ー ド を 受 信 し 、 受 信 し た 前 記 制 御 コ
ー ド と 記 憶 し た 前 記 情 報 と が 一 致 し た 場 合 に 、 前 記 保 全 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 型 電 子 装 置 。



　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 携 帯 型 電 子 装 置
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 型 電 子 装 置 （ Ｐ Ｈ Ｓ 、 携 帯 電 話 機 も 含 む 電 波 通 信 手 段 を 有 す る デ ー タ 処
理 端 末 装 置 を い う ） の 盗 難 や 紛 失 に 対 し て 所 有 者 が 害 を 被 る こ と を 排 除 し 、 所 定 の セ キ ュ
リ テ ィ を 高 め る 保 全 処 理 機 能 を 備 え た
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 盗 難 や 紛 失 し た 携 帯 型 電 子
装 置 の 所 有 者 や 送 信 相 手 者 が 害 を 被 る こ と を 排 除 で き る こ と を
目 的 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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携 帯 型 電 子 装 置 の 機 能 を 停 止 又 は 制 限 す る 前 記 保 全 処 理 は 、 前 記 無 線 送 信 手 段 の 送 信 機
能 の 停 止 、 前 記 無 線 受 信 手 段 の 受 信 機 能 の 停 止 、 所 定 メ ッ セ ー ジ の 送 信 、 警 告 発 生 、 所 定
メ ッ セ ー ジ の 表 示 ・ 出 力 、 発 信 機 能 禁 止 、 ダ イ ヤ ル 入 力 機 能 停 止 、 デ ー タ 出 力 禁 止 、 記 憶
デ ー タ 消 去 、 電 源 オ フ 、 の い ず れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の
携 帯 型 電 子 装 置 。

前 記 記 憶 手 段 は 、 前 記 着 信 ・ 呼 び 出 し 等 の 回 数 を 、 任 意 の 着 信 回 数 と 任 意 の コ ー ル 回 数
と の パ タ ー ン と し て 記 憶 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 型
電 子 装 置 。

携 帯 型 電 子 装 置 に 関 す る 。

携 帯 型 電 子 装 置 を 提 供 す る

上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に か か る 携 帯 型 電 子 装 置 は 、
　 操 作 者 の 入 力 に よ り 着 信 ・ 呼 び 出 し 等 の 回 数 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 無 線 受 信 手 段 に 着 信 す る 信 号 の 回 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と 、
　 所 定 時 間 内 に 、 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 値 が 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 回 数 に 達 し
た 場 合 に 、 携 帯 型 電 子 装 置 の 機 能 を 制 限 又 は 停 止 す る 保 全 処 理 を 実 行 す る 制 御 手 段 と 、 を
有 す る 。



【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 所 有 者 が 携 帯 型 電 子 装 置 を 紛 失 ま た は 置 き 忘
れ そ う に な っ た 場 合 に 、 本 シ ス テ ム が 作 動 し て 未 然 に 紛 失 ま た は 置 き 忘 れ を 防 止 し 回 避 す
る こ と が で き る ほ か 、 所 有 者 が 携 帯 型 電 子 装 置 を 紛 失 ま た は 置 き 忘 れ て し ま っ た 場 合 で も
、 自 動 的 に 本 体 に 保 全 処 理 を 促 す た め の 各 種 の 保 全 機 能 を 起 動 さ せ る た め 、 他 人 に 拾 得 さ
れ て も 装 置 の 所 有 者 の 財 産 ま た は 情 報 に 関 わ る セ キ ュ リ テ ィ を 高 め る こ と が 簡 単 に 実 施 で
き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 携 帯 型 電 子 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 同
図 に お い て 、 １ は 例 え ば Ｐ Ｈ Ｓ （ Personal Handy Phone System ） デ ー タ 通 信 装 置 や 携 帯
電 話 と し て の 携 帯 型 電 子 装 置 、 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ は 公 衆 回 線 網 な ど に 接 続 さ れ た 通 信 回 線
な ど の 電 波 通 信 手 段 、 ３ は 公 衆 回 線 網 な ど に 接 続 さ れ た 一 般 公 衆 電 話 や 携 帯 電 話 と し て の
Ｐ Ｈ Ｓ な ど 電 話 機 、 ４ は 中 継 基 地 局 で あ る 。 更 に 電 話 機 ３ Ａ は 公 衆 回 線 網 な ど に 接 続 さ れ
た 中 継 基 地 局 ４ か ら 無 線 通 信 回 線 ２ ｂ を 介 し た 別 の Ｐ Ｈ Ｓ デ ー タ 通 信 装 置 や 携 帯 電 話 と し
て の Ｐ Ｈ Ｓ を 構 成 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 携 帯 型 電 子 装 置 の 構 成 を 示 す 、 例 え
ば Ｐ Ｈ Ｓ 端 末 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 キ ー 基 板 と Ｒ Ｆ 基 板 で 構 成 さ れ る 。 同 図 に お い て
、 モ デ ム 部 ２ ２ １ は 、 音 声 符 号 を 適 応 予 測 と 適 応 量 子 化 に よ り 圧 縮 ／ 伸 張 す る Ａ Ｄ Ｐ Ｃ Ｍ
コ ー デ ィ ッ ク ２ ２ １ １ 、 バ ッ フ ァ ー ２ ２ １ ２ 、 フ レ ー ム プ ロ セ ッ サ ２ ２ １ ３ 、 π /4Ｑ Ｐ Ｓ
Ｋ 変 調 器 ２ ２ １ ４ 及 び π /4Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 復 調 器 ２ ２ １ ５ を 備 え 、 Ａ Ｄ Ｐ Ｃ Ｍ コ ー デ ィ ッ ク ２ ２
１ １ に は Ｐ Ｃ Ｍ コ ー デ ィ ッ ク ２ ２ ８ を 介 し て ス ピ ー カ ２ ３ ３ 及 び マ イ ク ２ ３ ４ が 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 ２ ３ ５ は バ ッ テ リ 、 ２ ３ ６ は 電 圧 安 定 器 、 ２ ３ ７ は 各 回 路 へ 電 源 を 供 給 す
る 電 源 回 路 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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携 帯 型 電 子 装 置 に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 を

携 帯 型 電 子 装 置 に よ れ ば 、

を 含 む 保 全 シ ス テ ム

を 含 む 保 全 シ ス テ ム



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ８ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 １ ８ の 携 帯 型 電 子 装 置 に つ い て 図 １ ９ を 参 照 し な
が ら 説 明 す る 。
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を 含 む 保 全 シ ス テ ム
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